
我が国でも水質汚濁防止法の制定や水

F 質に関する研究所の設置が要望されてい

る今日，先進国たるイギリスの水質汚渇

研究所の設立の経過などを辿って見る事

は強がち無意義とは思われない。

イギリスの水質汚渇研究所は産業科学

調査局 (Departll:eutuf Sc;e叫 ificaud 

lndustrial Re~e:irch) に属する 14の研究

所の lっとして， 1927年に開設された

が，最近迄は耐久性の建物がなく，研究は

各地にある多数の仮りの研究室で、行われ

た。従って，1955年 6月20ロに向te¥'ena仰

に中央研究所が公式に開設された事は，

研究機構史の重要な一段階を記録するも

のと言えよう。

1927年に多くの緊急を要する重要な表

層水草の汚濁の問題，特に工業排水によ

る問題が多数発生し，給水事業の代表者

と保健衛生代表者及び水産学者等に依っ

て上院議長に対して，研究所の設立が建

議された。それ故，最初研究所を設置す

る仕事は特殊の工業排水を浄化するつ方法

を改善することに重点が置かれた。たと

えば，当時農村地帯ではビート糖とミル

ク工業の排水は何れも重大な水質汚濁の

原因となっていたが，これ等の排水を処

理するための研究に数年間が費やされ

ko 1927年には英国の各地方に於ける持、

業が急激に荒廃に帰しつつある事実が明

らかではあったが，魚に対する各種の汚

濁物質の詳細な影響については殆んど知

られてはいなかった。よって，先ず1929

年から33年まで'_l‘ees河の河口調査が行

われた。この河は洞辞性の魚類の通過が

不可能となり，河の上流では釣漁業者に

より，叉河口では網j魚業者に依って多数

の鮭が漁獲されるために，鮮:の資源が激

減しつつある数ケの河口の代表的な例と

して選ばれたものである。この調査の結

果，直接漁業に右-害に(動らく物質の影響

と，工業排水と下水渠からの流出物中の

成分として放出された有機!/t中の細菌の

働らきに依って起る酸化のために，水中

の溶存酸素が欠之することによって漁業

に与える影響とが明らかとなった。工業

排水を下水に放出することは大体に於て

良い方法として許されているが，この研

究所が設けられてからかなりふえて，重

要成分の下水処理の影響と容認し得る最

高濃度を決定するために，多くの研究が

行われた。今では特に有害な成分を除く

ことが，工業に於ては普通に行われる

ようになって来たので，下水処理の仕

三割こ於ては混合4舎を浄化することで残余

の流出物が過度に干渉されないようにし

て処理されるようになった。例えば金属

工業の排水中の色素やシアン化物や有害

な金属を下水に放出されない中に除去す

るための装置が英国の各地に見られる O

1927年以来，工業排水による汚満に関

する見解はかなり変って来た。そして現

在では一般にイギリスのような産業の発
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達した，又人口密度の高い国では河川は

合理的に清浄な状態に保たれねばならぬ

と云う事は欠く事の出来ない問題である

と一般に理解されている。家庭に供給さ

れる水の突質量はふえていて，その大部

分は上層水からヲ(かれている。これ等の

水の多くは既に工業排水や下水の放出牧

を受け入れているが，これ等の液が河水

中の自然の浄化作用を許し，後から水を

使う仕事に適当な用水を与え得るように

放出前に有効に処置されるならば，放出

後再び使用する事も出来る。或る工場の

用水中にはよ流にある他の工場の排水を

含み，時には多くの工場からの排水をも

含んでいる事があるので，各種の工業で

は前記の状態にあるものが多い。それ故

に1927年以後は多くの了4 業で、は排水処理

の主要性を認識して，工場各何に研究を

企てたり， 或いは共同研究を行ってい

る。実施された仕事と成功した実例は最

近行われた工業化学協会主催のシンポジ

アム (Nature，175， 790; 1955)に示さ

れている。既に放出された排液の処理方

法を工夫するのではなくて，排水中に混

って放出されて汚濁を起す物質と排液そ

のものの量を減らすように製造工程を変

える事によって，時には最もよい経済的

な解決策が発見され得るので，工業排水

の処理に関する研究はその工業自体で企

画される烹は非常によい事である O

7}¥質汚濁研究所は英国で行われるこの

種の多くのtt::m:と密接な関係をもってい

る。然し工業はそれ日体の問題の解決に

益々関係が深くなって来ているので，も

っと普遍的な且つ基本的な種類の仕事を

なすために，資源の一層大きな部分に貢

献する事が可能となりつつある。このよ

うな仕事は1948年に，特殊な河川に放出

される排水の水質の標準を定める権限を

有する河川委員会が設けられてから，一

層重要となってきた。河川委員会は或る

排水を放出する事が河川の水質にどんな

影響を与えるか，又その適否，例えば家

庭用水若くは工業用水としての適否，或

は漁業を維持する可能性などについての

影響を合理的な範囲内で予示し得なけれ

ばならない。このような質問に対して正

確な同答をなすには，河水中の各種の物

質の酸化度や，空中から水中に供給され

る酸素の吸収率，酸素の平衡に関する植

物の影響，魚類に対する毒物の継続効果

などについて，現在よりも遥かに多くの。

資料を必要とするものである。この種の

長期間に亘る研究は現在この研究所の大

部分の努力目標を占めている O 例えば極

度に汚濁されたテームズ河の河口の状態

(テームズ河のiラマイルほどの聞は晴れ

た日には河水中に溶存酸素を認め得な

しつについて，詳細な研究が行われてい

る。このような場合，各種の要因主変化

させる影響，例えば下水及び工業排水中

の酸化物質の投入量，多仔機関部から放

出される冷却水によって生ずる水温，及

び、新鮮な7}¥の流量などについての資料が

必要である。研究室で問題の要素を出来

るだけ研究して，現状に於ける溶存酸素

畳を予知し，河口で新しい水と海水を混

ぜ、る方法をきめるのである。そして溶存

酸素の分布の予知量と観測による分布量

を比較して，計算に用いたデーターの正

確さが対照される。データーが正確な事

が分った時には，水の酸化に影響を及ぼ

す要因の何れかを変えれば，どんな変1t.
が起るかを予知する事はそれほど困難で
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はなし、。河口に関する今後の政策はこの

ような結果に基ずいて行われることが望

ましし、。

水産食糧協会と淡水生物協会が農林省

と協同で，河川に於ける影響に就いて研

究を始めた。テームズ河口調査から得ら

れた多くの資料，特に酸素の平衡の影響

のある各種の要素に関する資料は，この

新しい仕事に直ぐに応用し得るだろう。

この研究所には現在化学者，物理学者

及び生牧学者などのスタッフがし、る。普

通このような結合した組織で仕事を行う

ことに，お互いに非常にためになるもの

である。最初，新研究所には研究陣として

研究者と助手約85名が予定さわしたが，現

在は53名である。建坪は40，000平方フィ

ートあり，三階建のブロックで，三階に

は図書室と事務空とがあれ一階と二階

には小規模な研究室がある。叉別に一階

建の建物が続いていてヲその中には 4つ

の試験工場とそれに関した分析研究室と

がある。その 1つは放射性物官研究室と

して設計さわしている。ここで、は，水中か

ら放射性牧質を除去する研究を実施中で

ある。 2つの試験工場は特に魚の定究を

行い，ここには塩素を含まない地下水が

供給せられている。この研究室の特徴は

70，000ガロンに達する下水が，屋外に設

けられた設備へ大規模に使用し得るよう

に，敷地内の下水渠から毎日揚水し得る

ことである。
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従来，鮭の密漁のためにつかわれた薬

剤はラ青化曹達や石灰で，また百Lt酸石灰

やボノレド一等の農薬も知られているが，

最近は新しい農薬，パラチオン剤がこれ

らにかわってきているようである。しかー

るに，昨年 9月に，天塩川で苛性曹達に

よる密漁とし、う特殊な事件が起ったが，

このことについて辺見支場長の依頼で，

その毒性を試験してみたO

苛性曹達の出所は，精米所の精米機に

付着する植牧油を洗い落すのにつかわれ

ていたものということで， これを持出

L，美深町抗渓川に 1貫匁を投入し，祭

典用の鱒 7尾と山女魚 800匁を密漁した

というのである。密漁者は苛性曹達を水

中に投入した後， 2，3分で鱒や l尺{立の

山女魚が浮きあがってきたと供述してい

るところをみれば，魚、を殺すのに相等効j

果のある薬剤であることが認められる。

苛性曹達は，水酸化ナトリウム (Sodi

UTll hydroxide );aOH)の別名で，皮膚を

醍欄させるのでこの名を生じたというこ

とであるが， 7]¥に溶け易い，脆い白色の

固体で，滞解性が強く，水に溶解すれば

多量の熱を発生する。水溶液は強アルカ

リ性を呈 L，脂肪とともに煮沸すればこ

れを鹸化して石鹸を生ずる。用途は分析

試薬，石鹸製造，色素製造工業に於ける

溶融斉11，バルブ工業等に於ける重要な薬

品として使用されいる。




